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ナ ン キ ヨ ク オ キ ア ミ(旦 幽 鑓Dana)は 主 と し て 南 極
収 束 線 以 南 の 南 大 洋 に 分 布 し、 そ の 現 存:量 は 膨 大 で 少 な く見 積 る 場
合 で も0。5億 トン、 大 き く見 積 る 場 合 で は30億 トン と も い わ れ て い る。
こ の よ う に 膨 大 な 現 存 量 を 持 つ ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ は、 人 類 に 残 さ
れ た 最 大 の 動 物 蛋 白食 量 資 源 と し て 世 界 的 に 注 目 を 集 め、 現 在、 日
本、 ソ 連、 ポ ー ラ ン ド等 に よ り、 そ の 開 発 並 び に 利 用 が 進 め ら れ て
い る。 一 方、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ は 南 大 洋 に 生 息 す る 大 半 の 種 類 の
動 物 に 捕 食 さ れ て お り、 南 大 洋 の 栄 養 生 態 系 に お い て 中 心 的 な 位 置
を 占 め て い る。
した が っ て、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ資 源 の 開 発 に 当 た っ て は、 南 大
洋 の 生 態 系 の バ ラ ン ス を 筋 す こ と の な い よ う充 分 配 慮 す る 必 要 が あ
り、 そ の た め に は ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミが 南 大 洋 の 栄 養 生 態 系 で 果 た
し て い る 役 割 を 把 握 す る こ と が 必 須 で あ る。
南 大 洋 に 生 息 す る 魚 類 は 南 大 洋 の 生 態 系 の 主 要 な構 成 要 素 の 一 つ
で あ り、 魚 類 の 多 くは ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ を 捕 食 して い る。 一 方、
南 大 洋 に お け る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミの 分 布 は 一 様 で は な く、 同 様 に
魚 類 の 分 布 も 一 様 で は な い。 した が っ て ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 果 す
栄 養 生 態 的 役 割 も 海 域 や 水 深 に よ り異 な る こ と が 予 想 さ れ る が、 こ
の 点 に 関 す る 情 報 並 び に こ の 観 点 か ら の 研 究 は ほ と ん ど な い。
魚 類 群 集 に お け る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 栄 養 生 態 的 役 割 の 全 体 像
の 把 握 を 図 り ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ資 源 の 適 切 な 開 発 利 用 を 可 能 とす
る た め に は、 こ の 点 に 関 す る 情 報 は 不 可 欠 で あ り、 少 しで も多 くの
情 報 が 求 め ら れ て い る。
こ の よ う な 背 景 の も と、 著 者 は 海 洋 水 産 資 源 開 発 セ ン タ ー 所 属 調
査 船 吉野 丸 の1981/82漁 期 の ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ新 魚 場 開 発 調 査 に 参
加 し、 南 大 洋 の な か で も ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 分 布 が 卓 越 す る 水 域
の ひ と つ と い わ れ て い る 南 極 半 島 北 西 水 域 に お け る4海 域(エ レ フ
ァ ン ト島、 南 極 半 島 西 嵐 リ ビ ン グ ス ト ン島 な ら び に ス ミ ス 島 周 辺
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海 域)の 計10調 査 点(水 深 約100～800m)に お い て 底 曳 網 に よ る 魚
類 の 採 集 を 行 い、 底 生 魚 類 群 集 に お け る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 栄 養
生 態 的 役 割 に つ い て 調 査 し た。
本 研 究 は、 南 大 洋 の 底 生 魚 類 群 集 に お い て、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ
が 栄 養 生 態 的 観 点 か ら み て 海 域 や 深 度 に よ っ て ど の よ う な 特 徴 的 な
役 割 を 果 た し て い る か を 明 ら か に す る こ と を 目的 と し、 前 述 の 南 極
半 島 北 西 水 域 の な か の4海 域 の 底 生 魚 類 群 集 に お け る ナ ン キ ョ ク オ
キ ァ ミ の 栄 養 生 態 的役 割 の 海 域 及 び 深 度 に よ る 特 性 に 関 し、 詳 細 な
情 報 を 提 供 し て い る。 ま た、 こ の 調 査 の 過 程 で 水 深300m以 深 で 採 集
し た 魚 類 の 胃 内 容 物 に ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミが 普 遍 的 に 出 現 した。 こ
の こ と は、 ナ ン キ ョ ク オ キ ァ ミ の 主 た る 分 布 水 深 は200m以 浅 と い う
従 来 の 分 布 常 識 と 異 な っ て お り、 ナ ン キ ョク オ キ ア ミ の 資 源 構 造、
ひ い て は そ の 資 源 開発 に も深 く関 わ る 問 題 な の で 合 わ せ て 論 議 し た。
以 下 に研 究 の 大 要 を 示 す。
1。 南 極 半 島 北 西 水 域 の な か の4海 域 に お け る底 生 魚 類 群 集 の 栄 養
生 態 構 造 の 海 域 及 び 深 度 に よ る 特 性
(1)魚 類 群 集 の 種 の多 様 性 指 数 と均 等 性 指 数 は海 域 に よ っ て 異 な り、
同 一 海 域 に お い て は水 深 に よ り異 な っ て い た(表1)。 ス ミ ス 島東
岸 沖 合 海 域 を 除 い た3海 域 の 同 一 水 深 帯 の魚 類 群 集 の 両 指 数 を比 較
す る と、 リ ビ ン グ ス ト ン 島 東 岸 沖 合 海 域 が他 の2海 域 に 比 較 し、 若
干 高 い 傾 向 に あ っ た。 同 一 海 域 に お い て は 両 指 数 と も水 深100rnの 魚
類 群 集 で最 も低 く、 水 深300m以 深 の 魚 類 群 集 で 高 い傾 向 を示 し た。
(2)い ず れ の 魚 類 群 集 の 食 物 連 鎖 も基 本 的 に は、 底 生 生 物 を 基 礎 と
す る 連鎖 と ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ を 基 礎 とす る 連 鎖 の2本 か ら構 成 さ
れ て い た。 こ れ ら の 魚 類 群 集 の 食 物 連 関 構 造 に お け る底 生 生 物 とナ
ン キ ョ ク オ キ ァ ミ の 量 的 重 要 度 指 数 は 海 域 に よ り異 な り、 同 一 海 域







































多様性指数:S㎞on一 蹴ever(1949)の 式H'=一 ΣpfhPで によって求め
た。
本式 において、Pφ は当該魚種 での属する魚類群 の構成個体 の
総数 に対す る当該魚種 φの個体数の割合 を示す。
均 等 性指 数:Pielou(1966)の 式e=H'(1nS)-1に よって 求 めた。
本 式 にお いて、H'はShannorWieverの 多様性 指 数 を示 し、

















ス ミス 島東 岸 沖合
StL10(水 深804～813m)





















各食物種類 の量的重要度指数:yゴ=100× Σ(x己y萄)に よって求
めた。
本式 において、x② は魚種 でが属する魚類群集 において胃内容物 を調査
した全魚種 の重量の合計 に占める魚種 るの重量 の割合 を示 し、y萄 は
魚種 曇の胃内容物の乾燥重量 中に占める食物種類 ゴの割合 を示す。 した




レ フ ァ ン ト島 南 岸 沖 合 海 域 に お い て は 底 生 生 物 の 量 的 重 要 度 指 数 が
高 く、 他 方、 リ ビ ン グ ス トン 島 北 岸 沖 合 海域 で は、 ナ ン キ ョ ク オ キ
ア ミ の 量 的 重 要 度 指 数 が 高 か っ た。 ま た、 水 深 と い う 観 点 か ら み る
と、 底 生 生 物 の 量 的 重 要 度 指 数 は 水 深100m付 近 の 魚 類 群 集 で 最 も 高
く、 水 深 が 深 く な る に つ れ て 低 下 す る 傾 向 を 示 し、 他 方 ナ ン キ ョ ク
オ キ ァ ミ の 量 的 重 要 度 指 数 は、 水 深300m以 深 の魚 類 群 集 で 高 い 値 を
示 す 傾 向 が あ る。
2.南 極 半 島 北 西 水 域 の な か の4海 域 の 底 生 魚 類 群 集 に お け る ナ ン
ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 栄 養 生 態 的役 割、 と く に、 そ の 海 域 及 び 深
度 に よ る 特 性
(1)調 査 し た ど の 魚 類 群 集 に お い て も、 主 要 構 成 魚 種 の 大 半 は ナ ン
キ ョ ク オ キ ァ ミ を 捕 食 し て い た が、 そ れ ぞ れ の 魚 類 群 集 の 生 物 生 産
機 構 に お け る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 量 的 重 要 度 指 数 は、 海 域 と深 度
に よ り 異 な っ て い た(表3)。 海 域 的 に は リ ビ ン グ ス ト ン 島 北 岸 沖
合 海 域 で 最 も 高 く、 エ レ フ ァ ン ト島 南 岸 沖 合 海 域 で 最:も 低 か っ た。
一 方 深 度 的 に は
、 同 一 海 域 に お い て は 水 深300m以 深 で 高 く な る傾 向
に あ り、 例 え ば 南 極 半 島 西 岸 沖 合 海 域 に お い て は 水 深100m付 近 で は
3.3、 水 深500m付 近 で は77。9で あ っ た。 ま た、 水 深804～813mの ス
ミ ス 島 東 岸 沖 合 海 域 のSt.10に お い て 主 要 魚 種11種 中5種 が ナ ン キ ョ
ク オ キ ア ミ を 捕 食 し、 そ の:量 的重 要 度 指 数 が58.8を 示 した こ と か ら、
ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ は 少 な く と も水 深800m付 近 ま で は 魚 類 群 集 の 生
物 生 産 に 大 き く 関 与 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た。
(2)底 生 生 物 捕 食 種 の ナ ン キ ョ ク カ ジ カ と 魚 食 性 の 傾 向 の 強 い
堕gantarcticusの 胃 内 容 物 組 成、 摂 餌:率 並 び に ナ ン キ ョ ク オ
キ ア ミ の 量 的 重 要 度 の 関係 か ら、 底 生 生 物 食 性 や 魚 食 性 を 示 す 魚 種
で あ っ て も摂 餌:の 場 に お い て ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 捕 食 の 方 が 容 易



























































































ナンキョクオキアミの量的重要度指 数(y5)は 、表2の 算出方法
yゴ=100Σ(xでy萄)で 求めた。
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キ ア ミ を主 な 食 物 とす る よ う に な る こ とが 示 さ れ た。 ま た、 ナ ン キ
ヨ ク オ キ ア ミ の 存 在 は、 底 生 生 物 食 性 を 示 す 魚 種 に と っ て は、 本 来
依 存 し て い る 底 生 生 物 を基 礎 と し た 摂 餌 条 件 に あ ら た に ナ ン キ ョク
オ キ ア ミ と い う選 択 肢 が 加 わ る こ と に な り、 摂 餌 環 境 の 改 善 を も た
ら し、 魚 食 性 を 示 す 魚 種 に と っ て は 摂 餌 環 境 の 改 善 と と も に 当 該 魚
種 が 関 連 し て い る 食 物 連 鎖 の 一 過 程 が 省 略 さ れ る 可 能 性 を も た らす。
(3)水 深300m及 び500mの 調 査 点 の 魚 類 群 集 に お い て、 主 要 魚 種 の
大 半 が、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ を高 い 割 合 で 終 日捕 食 し、 そ の 割 合 の
推 移 に 日周 期 的 な 規 則 性 が 認 め ら れ ず、 か つ、 平 均 摂 餌 率 の 推 移 に
も 日周 期 的 な 規 則 性 が 認 め ら れ な い こ と(表4)、 並 び に ナ ン キ ョ
ク オ キ ア ミ の 量 的 重 要 度 指 数 に つ い て の 情 報 及 び 水 深300m以 深 の 底
層 付 近 に 分 布 す る 魚 類 群 集 の 主 要 構 成 魚 種 が ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ操
業 の 混 獲 魚 と し て 頻 繁 に 出 現 す る と い う 現 象 が み ら れ て い な い こ と
等 か ら、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミが 海 底 付 近 に も分 布 し、 海 域 に よ っ て
は、 少 な く と も 水 深800m台 ま で の 海 底 付 近 に は、 そ こ に 分 布 す る 魚
類 群 集 の 生 産 を 担 う主 体 と な り得 る 程 度 の 豊 度 の ナ ン キ ョ ク オ キ ァ
ミ の 分 布 が あ る こ と が 示 さ れ た。
(4)ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 鉛 直 分 布 に 関 す る 上 記 の 事 実 は、 本 資 源
は 主 に 水 深200m以 浅 の 表 ・中層 に 分 布 す る と い う従 来 の 分 布 に 関 す
る 定 説 を変 え る と と も に、 本 資 源 が 現 在 考 え ら れ て い る よ り か な り
強 靱 な も の で あ ろ う こ と を 示 す。 ま た、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 分 布
水 深 を 水 深200m以 浅 と 設 定 し て 算 出 し て い る 現 行 の 計 量 魚 群 探 知 機
に よ る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 現 存 量 の 推 定 方 法 は、 今 後 見 直 す 必 要





項 目 ＼ 時 刻
04 08 12 16 20 24
胃内容物に占めるナンキョク
オキァミの割合の平均値(%)
83.5 7&9 81.8 83.2 79.1 75.9
Sし2
水深 平均摂餌率 2.65 1.69 3.07 3.89 1.83 2.80
278～
310皿 ナンキ ョクオキアミi哺食魚種数 6 a 5 6 7 7
調査魚種数 s 7 5 7 7 9
胃内容物に占めるナンキョク
オキアミの割合の平均値(%)
92.3 50.1 a4.s 41.3 38.2 58.4
Sし5
水深 平均摂餌率 3.10 3.83 4.36 3.68 3.11 1.68
278
320m ナンキョクオキアミ捕食魚種数 3 4 3 5 4 3
調査魚種数 5 7 6 9 8 5
胃内容物に占めるナンキョク
オキァミの割合の平均値(%)
91.6 93.8 89.6 90.7 85.7 田.6
Sし8
水深 平均摂餌率 7.04 4.70 5.38 7.57 5.85 8.10
321-v
陥 ナンキョクオキァミ捕食魚種数 13 9 8 15 10 10
調査魚種数 13 9 9 15 10 io
胃内容物に占めるナンキョク
オキアミの割合の平均値(%)
一 87.6 99.8 94.4 99.6 98.1
Sし9
水深 平均摂餌率 一 5.70 6.53 7.49 6.57 5.58
490～
漸 ナンキョクオキアミi浦食魚種数 一 10 8 9 6 4
調査魚種数 一 12 9 11 6 4
1
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審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,南 太洋の底生魚類群集において,ナ ンキョクオキアミが栄養生態学的観点か ら見て
海域や深度によりどのような特異的役割を果た しているかを明らかにす ることを 目的 として行わ
れた。
著者は,南 大洋のなかでもナンキ ョクオキア ミの分布が卓越するといわれている南極半島北西
水域において,地 理的に異なる4海 域を対象とし,内3海 域では水深100,300,500m付 近に,残




の栄養生態構造をエネルギーフロー的観点を加味して明らかに した。 また,そ の過程で,ナ ン
キョクオキアミが海底付近にも終 日分布 し,少 な くとも水深800m付 近までは底生魚類群集の生
産に大 きく関与 し,関 与の度合いは,海 域 と深度により異なるが、同一海域では水深1001n付 近 よ
りも水深300m以 深で大きい傾向があることを明らかに した。さらに,海 域によっては水深300m
から800mの 海底付近に,底 生魚類群集の生産を担 う主体とな り得る豊度のナソキ ョクオキア ミ
の分布がみられることを明らかにした。
他方,著 者はこれらの知見に基づき,ナ ンキョクオキア ミの主たる分布水深は水深200m以 浅
であるとい うこれまでの考え方を見直すことが必要があることを指摘するとともに,分 布水深を
水深200m以 浅と設定して計算している計量魚群探知機によるこれまでのナンキョクオキアミの
現存:量の推定値は,過 少評価であることを指摘した。 さらに,本 資源が現在考えられているより
もかな り強靱なものであることを指摘した。
南大洋の底生魚類群集の栄養生態におけるナンキョクオキアミの役割の海域並びに深度特性に
関する本格的研究はこれまで行われていないが,こ の研究では,各 魚類群集の栄養生態の構造 と
機能を海域並びに深度別に類別して比較することにより,栄 養生態の特性を明らかにしている。
さらに,ナ ンキョクオキアミが海底付近にも終 日分布 し,少 な くとも水深800m付 近 までは底生
魚類群集の生産に大きく関与していることを明らかに しているが,こ の知見はナンキョクオキア
ミの分布に関するこれまでの考え:方を覆す新知見であ り,ひ いては本資源の構造にも基本的に関
わる知見として,こ の分野の研究に新 しい展望を開いたものとして高く評価できる。
以上の点から,本 研究は農学博士の学位を授与するに値すると判断される。
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